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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 個人情報保護法のレポートを20日までに看護課長に提出して下さい。

· エプロンの食べこぼしが洗濯機の中にあるので洗濯の際は食べこぼしをきちんと取り除いてから洗濯機に入れ洗濯してください。

· １６日から紫波さんが庶務室へ異動となっています

· 顔写真とってないスタッフは早急に取ってください。全職員対象です。

· 次回の歯科は１３名です。

· 患者様のID番号変更となっています。一患者様１番号となっています

· 節水・節電に心掛けてください。

· ２６日中級試験があります。２月までの予定を庶務室前の掲示板に掲示しておきますので各時

確認し、受けてください。

· ２６日症例検討会があります。

· 個人情報保護法の再受講の方は２1日に研修があります。研修前に予習を行ってきてください。

· 南病棟の決算ルートが変わります。

· 委員会の議事録の回覧は担当課長に見せてから回覧を行って下さい。

清拭マニュアル

１　目的

1 代謝によって生じた老廃物を皮膚から取り除くことで、体表面の機能（保護、排泄、感覚、呼吸、分泌、吸収作用）を正常に保つ。

2 感染を予防する。

3 精神的に爽快感を与え筋緊張を和らげる。

4 清拭を行う事により全身の観察ができる。

→観察のポイント

＊皮膚（頭皮を含める）の状態…発赤、腫脹、びらん、紫斑、損傷、浮腫の有無、乾燥してるか浸潤しているか等

　　　＊運動機能…　筋拘縮はないか、麻痺はないか等　　

　他、肛門の状態（痔核の有無）、眼の状態（眼脂はたまっていないか、充血の有無）等

	実施手順
	観察・ケアのポイント

	1 必要物品を準備し、環境を整える。

（必要物品）

・石鹸を使用する場合

ハンドタオル…２（陰部用は別に）

タオル（空拭き用）…１

バケツ（汚水用）…１

洗面器…２

他、お湯、バスタオル、タオルケット、清潔な衣類一式

・清拭剤又は、お湯のみの場合

　　ハンドタオル…２（陰部用は別に）

　　タオル（空拭き用）…１

　　バケツ（汚水用）…１

　　洗面器…１

　　他　石鹸の場合と同様


②患者様の準備を行なう。


③清拭する。

・顔面→上肢→胸部→腹部→背部→臀部→下肢→陰部　の順序で清拭する

・陰部洗浄する場合

（必要物品）

　空の食器用洗剤等の容器

　ガーゼ（タオルだときれいに拭きとれない場合が多い）

　陰部用のタオル

④衣類を整える。


⑤後片付けを行なう。

⑥カルテに記載する。


	・室温は２２℃～２６℃に保つ。

・カーテンやドアを閉め、患者様のプライバシーの配慮を行なう。

・タオルを絞るお湯の最高温度は５５℃くらいにする。

＊ぬるいと風邪の原因になり、汚れも落ちにくくなる。

　

・たとえ理解のできない患者様であっても必ず「○○さん、これから体を拭きますね。」と、これから行なう事の声掛けする。

・できるだけ同性の介護者が行なう。

顔・首～しわのよるところ、耳や耳の後ろも入念に。耳と襟足は指にタオルを巻きつけて拭く。

胸・腹～タオルで肩を覆い、胸だけを出して拭く。女性は汗のたまりやすい乳房の下を丁寧に拭く。お腹は「の」の時をかくように拭く。

腕～介護する方の反対側の手から、手先から肩に向けて拭く。腋の下や指も丁寧に行なう。

背中・腰～うつ伏せかげんの横向きにして腰から肩、腰から背中に向かって拭く。清拭後、マッサージを行なう。　

足・足先～膝を立てて足を少し開くと拭きやすい。踵、くるぶし、指の間、足の甲、膝の裏も丁寧に行なう。

　陰部～　専用のタオルを用意して毎日拭くようにするがタオルではきれいに拭きとれない場合が多い為、便器をあてガーゼで洗い流した後、陰部用のタオルで拭く。

・必要部位以外は、バスタオルで覆う。

・清拭しながら、皮膚の状態（発赤、腫脹、湿疹、びらん等の有無）や浮腫等の異常がないか全身を観察する。

・手早く行なう。

・着替えの衣類は手順よく重ねておく。

・施行後の保温に気を配る。

・脱がせた衣類の処理を行なう。

1 家族洗濯　～家族が準備している袋に入れ面会の時に家族へ渡す。家族に

渡す際は、本人のものか家族の方へ確認して頂く。

2 業者洗濯　～ダスロールへ入れ、各勤

で洗濯場へ持く。名前がついているか確認する。

3 自己管理～洗濯可能な方は洗濯して頂く。

・床などに水をこぼしたらきれいに拭きとる。

・清拭をした旨の記録

・身体の異常の記録

　発赤、腫脹、びらん、湿疹など

・異常があった時は、日勤者、又は、リーダーに報告する。


４　その他注意事項　

　・食前、食後の１時間はできるだけ控える。

　・排泄はできるだけ済ませておく。

　・不必要な露出は避ける。

・無理のない姿勢で手早く済ませる。

　・発汗が多い時は、特に念入りに行なう。

・痴呆の方は、長時間じっとしていることができないので１０～１５分程度で済ませられるよ

う手際よく行なう。

　・洗濯物に関しては、南、東病棟は家族洗濯又は業者洗濯の方が殆どである。
